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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、広範な核酸結合特性を有する、高度に保存されたコールドショックドメインタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質はDNAおよびRNA結合タンパク質の両方として機能し、転写および翻訳の調節、pre-mRNAスプライシング、DNA修復、mRNAパッケージングなど、多くの細胞プロセスに関与していることが示唆されています。また、このタンパク質はメッセンジャーリボ核タンパク質（mRNP）複合体の構成要素でもあり、マイクロRNAのプロセシングに関与している可能性があります。このタンパク質は非古典的経路によって分泌され、細胞外マイトジェンとして機能します。この遺伝子の異常発現は、多くの組織における癌の増殖と関連しています。この遺伝子は、特定の癌における予後不良および薬剤耐性の予後マーカーとなる可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。この遺伝子の偽遺伝子は複数の染色体上に存在します。[RefSeq提供、2015年9月]
	研究分野
	タグとセルマーカー
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	YB1 抗体を使用した 3T3 溶解物中の YB1 のウエスタン ブロット分析。
	

	YB1 抗体を使用した Hela、C2C12 溶解物中の YB1 のウエスタン ブロット分析。
	

	YB1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	YB1 抗体と DAPI (青) を使用した hela 内の YB1 (緑) の免疫細胞化学分析。

